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最近、インタ ーネッ トが普及してきました。

国内の文書館でもホームページを設けていると

ころがどんどん増えています。関東部会も、会

員のボランテ ィアで情報掲示板ができました。

また、もう少し前から日本のアーキ ピス トとい

うホームページもあります。その中でほとんど

必ず「こちらもご覧くださいjという案内で示

されているのが、 ICAのホームページです。

1992年に、カナダでは国立文書館がホームペ

ージを開設していました。その年、カナダ国立

文書館長のジャン =ピエール ・ワロ一博士が

ICA会長に就任し、博士の任期中にICAホーム

ページがカナダ国立文書館のホームページに連

結する形で開催されたものです。これでICAも

ついに紙だけの伝統的な記録管理と情報提供か
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ら、電子記録の時代に入っていったと見ること

ができるでしょう 。

ICAのホームページは、世界組織という性格

上、英語だけでなくフ ランス語、スペイン語の

ノfージョ ンも備えられています。様々なICAの

事務的な情報は、このホームページでかなり簡

単に手に入るようになりま した。これまでは半

年に一度発行さ れるプレテインを貰う までは、

事務的な情報がなかなか手に入りにくく 、極東

の日本では、なんとなく情報から隔絶されてい

るような感触が無きにしも非ずでした。しかし、

ホームページの出現は、それまでのICAの事務

作業のプロセスを相当に変えてしまったようです。

ICAのア ドレスhttp://www.archives.ca/ica/
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